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Key Issues:  その他  
気候区分: 温帯湿潤気候（Cf） 
主題: リサイクル 
効果： 建設廃棄物の堆肥化処理  
プロジェクト名: 新下平・新小荒発電所  
国: 日本、新潟県  （アジア） 

Ｎ37°55′Ｅ139°02′ 
 
ＧＰ実施機関： 東星興業株式会社  
ＧＰ実施期間： 1999～ 
キーワード: 建設廃棄物，堆肥化，リサイクル，再開発  
 
要旨:       建設ヤード確保のための伐採木，伐根木などの「木質系廃棄物」および濁水処

理装置より排出される「脱水汚泥ケーキ」の建設廃棄物を堆肥化し有効活用を

図ったものである。 
 

1. プロジェクトの概要  

東星興業㈱は，東北電力㈱の関係会社であり，電気の卸

供給事業者である。 

 新下平発電所及び新小荒発電所は，東星興業㈱における

９番目と１０番目になる発電所であり，東北電力㈱の既設下

平発電所及び小荒発電所を廃止して再開発する計画を東

星興業㈱が引き継ぎ開発したものである。 

 本発電所は，図－１に示すとおり新潟県東蒲原郡鹿瀬町

に位置し，標高２,１００ｍ級の飯豊連峰を源としている一級

河川の阿賀野川水系実川の豊富な水資源を利用する水力

発電所である。 

 阿賀野川水系実川は，古くから電源開発が行われ，これま

でに４個所の発電所が開発され最上流の実川発電所（1992

年１１月運転開始）を除く下平発電所，赤倉発電所及び小

荒発電所は，1920 年代に運転開始した発電所である。 

 このため，運転開始以来７０数箇年の経過により設備の老

朽化が進み，また，設備利用率も８０％程度と高い状況にあ

ることから，現有設備の延命化と再開発との経済比較を行

った結果，下平発電所及び小荒発電所については規模拡

大を図り，赤倉発電所については，改造により発電規模縮

小（最大出力２,５１０ｋW から９１０ｋW に減）とする計画が総

合的に有利となることから，本開発を進めることになったもの

である（表－１）。 

 新下平発電所計画は，既設下平取水ダムから最大３.５０

ｍ３／s，上流の東北電力㈱実川発電所の放水路から最大６.００ｍ３／s，合計９.５０ｍ３／s を取水し，導水

路延長約５.０ｋｍで有効落差２２１.５０ｍを得て，最大出力１７，３００ｋW の発電を行うものであり，発電後の

  

写真―１ 新下平発電所  

図―１ 発電所位置図  
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流水は放水路により下流の新小荒発電所導水路に直接放流する計画である（写真－１）。 

新小荒発電所計画は，既設小荒ダムから最大７.５０ｍ３／s，上流の新下平発電所から最大９.５０ｍ３／s，

合計１７.０ｍ３／s を取水し，導水路延長約４.５ｋｍで有効落差７７.１０ｍを得て，最大出力１１，３００ｋW の

発電を行うものであり，発電後の流水は放水路により実川本川へ放流する計画である。 

 工事は，両発電所とも 1999年８月に着工し，運転開始は新下平発電所が 2002年６月（完成済），新小荒

発電所は 2003 年１月の予定となっている。 

 

表―１ 発電計画諸元  
既設  新設  項目  単位  

下平  小荒  新下平  新小荒  
水      系   阿賀野川水系実川  
流  域  面  積  ｋｍ２ 44.0 112.6 44.0 100.1 
発  電  方  式   流れ込み式  
最  大  出  力  ｋW 3，830 3，700 17，300 11，000 
最大使用水量  ｍ３／s 3.34 7.79 9.50 17.0 
有  効  落  差  ｍ 153.420 65.744 221.500 77.100 
年 間 電 力 量 ＭＷｈ 25，301 25，873 79，582 49，848 
 

2. プロジェクト地域の特徴  

  阿賀野川水系実川は，新潟県東蒲原郡鹿瀬町の北東に

位置し，飯豊連峰南端の大日岳（標高２，１２８ｍ）の南斜面を

源として，写真－２に示すとおりほぼ全域に亘って V 字形の険

しい渓谷を刻みながら南西に流下し，流路延長約２３ｋｍ，流

域面積１２２ｋｍ２の急流河川である。 

 計画区域周辺の自然景観は，「日本の自然景観」（1989 年，

環境庁），「第３回自然環境保全基礎調査 新潟県自然環境

情報図」（1989，環境庁）及び「新潟県観光便覧」（1990 年，

新潟県）によれば，実川は「実川渓谷」として「新潟百景」に選

定され，美しい景観を呈している。 

 本地域周辺の自然公園においては，実川の上流域が磐梯朝日国立公園第３種に指定されているほか，

下流域の実川沿いが阿賀野川ライン県立自然公園第３種に指定され，豊かな自然が保持されている。 

 実川流域の植生は，上流域が国有林でブナ―ミズナラ林が広がり，下流域はコナラ林を主体とする民有

林で，このエリアは民有林であっても森林を乱開発から守り，森林の土地の適正な利用を図ることを目的と

して，新潟県の地域森林計画地域に指定されていることから，電源開発に際しては，残置森林や造成森林

による森林の保全を図るなど，様々な対策が講じられている。 

 

3. 廃棄物の処理方法の検討  

  新下平発電所及び新小荒発電所の新設工事は，1999 年８月に伐採工事などの準備工事により着手し，

1999 年１０月に国有林野内及び保安林内での工事に着手し，本格的に工事が開始された。 

  本工事における土木工事は，河川内工事やトンネル工事が主となり，この掘削やコンクリート打設に伴い

発生する濁水は，簡易型濁水処理プラントにより脱水ケーキ状に処理するものである。 

  この汚泥脱水ケーキについては，1970 年施行「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」などにより処理

が行なわれているところであるが，不法投棄による環境破壊などによる最近の環境保護意識の高まりとリサ

イクル推進の観点から，1999 年３月に厚生省から「建設廃棄物処理指針」が示され，建設廃棄物の適正処

写真－２ 実川渓谷  
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理を図ることが義務付けられている。 

  また，昨今の社会情勢の中での産業廃棄物最終処分場の新規設置は困難な状況下になってきており，

稼動中の最終処分場の収容能力も限られた容量となりつつある。 

  このような状況下において，本工事では建設ヤード確保のための支障木伐採による伐木，伐根木などの

「木質系廃棄物」（処理量約 10，000ｍ3），ならびに濁水処理装置から排出される「脱水汚泥ケーキ廃棄

物」（処理量 5，000ｍ3）が発生する計画であったことから，建設廃棄物のリサイクルを図ることとし，「木質

系廃棄物」を破砕処理後，「脱水汚泥ケーキ廃棄物」と混合させることで堆肥化処理を行なったものである。 

  この２種類の建設廃棄物の内，「木質系廃棄物」については，1999 年１１月厚生省通知の「工作物，新

築又は除去に伴って生じた根株，伐採木及び末木枝条の取扱い」においては，自然還元・表土の利用に該

当することから産業廃棄物にはならない。 

  一方，「脱水汚泥ケーキ廃棄物」は，濁水処理プラントが中間処理施設とされており，この中間処理施設

から出た汚泥は建設汚泥（産業廃棄物）として廃棄物処理法の適用を受けるものである。 

  この「脱水汚泥ケーキ廃棄物」の処分について，下記の３案が考えられ，各方法の処分案について検討

を実施した。 

   【処分案】 

       堆肥化案    ； 有価物へ変換処分（建設資材や堆肥化）する。 

       処分場搬入案 ； 管理型最終処分場への搬入処分する。 

       土捨場処理案 ； 土捨場を最終処分（汚泥造粒固化埋め戻し）として許可を受け処分する。 

   【処分方法の検討】 
処分案  経済性  利点  問題点  

 
堆肥化案  

 
◎ 

 仮設備用地として借地している 
林地の返地の際の埋め戻し材と 
して利用できる。 

 広いストックヤードが必要である。 

処分場搬入案  △  自社管理が無い  数千ｍ３の受け入れ先が少なく， 
遠距離となる。 

土捨場処理案  ○  場内処分ができ，運搬が容易  
である。 

 許可までに１年以上必要で，完成  
後の管理が義務付けられる。 

  この結果，総合的に優れた堆肥化案を採用したものである。 

  なお，汚泥ケーキを使用した堆肥化処理は，国内であまり類をみない珍しい処理方法となっている。 

 

4. 堆肥化の概要  

  堆肥化の作業工程は，

材料が２種類あることから

作業も２工程となる。 

  最初に「堆肥化１」の作

業として， 「木質系廃棄

物」をチップ状に破砕し，

微生物土壌改良剤を添加

することにより，バーク堆

肥を作成する。 

 次に，「堆肥化２」の作  

業として，「脱水汚泥ケー

キ廃棄物」を前述の堆肥

写真－３ 一次破砕  

写真－４ 二次破砕  
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化１と混合攪拌すると同時に，発酵促進剤（発酵ケイフン）を混合させて最終堆肥化とするものであり，それ

ぞれの手順は次のとおりである。 

  

【堆肥化１】 

   ① ２次破砕の木材破砕機に投入しやすい大きさに切断し，さらに伐根木に混入している石を取り除く

ため，木材専用カッター破砕機により伐根木を１次破砕（写真－３）する。 

   ② １次破砕されたものを木材破砕機に投入し，３８ｍｍのチップ状に２次破砕（写真－４）すると同時に

微生物土壌改良剤を添加することでチップ材を発酵促進させる。 

 

【堆肥化２】 

   ① 脱水ケーキを作業ヤードに集積をする。 

② 破砕脱水ケーキと堆肥化の混合率を 50：50 と

し，混合物１ｍ３当り３０ｋｇ／ｍ３の活性ケイフ

ンを混合攪拌する。 

③ 更に，脱水ケーキの破砕を主目的として２回目

の混合攪拌をして仕上げる。 

 

  堆肥化１の作業については，2000 年７月に完了      

して工事用地に仮保管しており，堆肥化２は，2000

年 11 月から開始し，「脱水汚泥ケーキ廃棄物」が出

なくなった 2002 年 8 月に完了，敷き均しは 2002 年 11 月に終了する予定である。 

 

5. 堆肥化処理後の状況  

  堆肥化２の材料が返地の際の客土材として使用可能な製品となっているのかを確認するため，表－２の

成分分析試験と表－３の発芽試験によって確認した。 

 

表―２ 分析結果表  
 

項    目  
 
 

 
単位  

【堆肥化１】 
破砕後の微生物  
土壌改良剤を含

まない。(１２/5) 

【堆肥化１】 
微生物土壌改

良剤添加後２ヶ

月 (１２/7) 

【堆肥化２】 
汚泥 ケーキ攪

拌混合後８ヶ月  
(１3/7) 

バーク堆肥品

質基準  
 
（１級） 

１．水分  ％ 7.5 63.5 45.2 60％前後  
２．強熱減量  ％ 86.2 93.3 22.7  
３．ｐｈ  6.4 6.1 8.0 6.0～7.5 
４．窒素全量（Ｔ－Ｎ） ％ 0.14 0.37 0.27 1.7～1.2％ 
５．アンモニア窒素（NH4－N） ％ 0.1 未満  0.1 未満  0.1 未満   
６．硝酸化窒素（NＯ3－N） ％ 0.1 未満  0.1 未満  0.1 未満   
７．リン酸（P2Ｏ5） ％ 0.53 0.13 0.33 0.8～0.5％ 
８．酸化カリウム（K2Ｏ） ％ 0.223 0.15 0.39 0.5～0.3％ 
９．塩基置換容量  ｍeｑ/100ｇ 21 27 30 80～70 
10．アルミニウム（Aｌ） ｐｐｍ 5，380 9，950 25，400  
11.有機炭素（Ｏ－Ｃ） ％ 0.97 44.2 9.0 45～50％ 
12.全炭素（Ｔ－Ｃ） ％ 42.3 34.0 9.5  
13.炭素率（Ｃ－Ｎ） ％ 302 92 35 30％前後  

 

 成分分析試験の判断基準をバーク堆肥品質基準とすれば，充分に熟成された状態とは言えないが，栄養

写真－５ 堆肥敷き均し状況  
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塩類（Ｎ，Ｐ，K）がバーク堆肥品質基準に近い値を示していることから肥料として有効なものと考えられる。 

 堆肥化１と堆肥化２を比較した場合，「脱水汚泥ケーキ廃棄物」を混合した影響により，ｐＨ，金属類，炭素

成分が低くなったものと考えられ，特にアルミニウムの増加が大きいものの，土壌の平均的数値 71，000ｐｐ

ｍより低い値であり，問題とならないと判断でき，栄養塩類は同値を示している． 

 

 堆肥化２の段階で植

物が正常に発芽するこ

とが重要であることから，

発芽試験を小松菜で実

施した。 

 試験結果は，表―３，

４および写真－６に示す

とおりであり，堆肥化２

のｐH が若干高めであ

るが，電気伝導率は

0.14ｍS／ｃｍあり，発

芽に影響する値ではな

いものと考えられた。 

 また，発芽率も同等

の値を示しており，堆

肥化２の試料と山土との混合土壌については，堆肥化２の肥料成

分や攪拌混合による土壌改良効果のため，播種３日の発芽率が

高いことから，発芽速度が速いと思われる。 

 

6.堆肥化採用による効果  

  「管理型最終処分」と「土捨場への最終処分」においては，処

理費用及び運搬費用が嵩み割高となり，これに対し「堆肥化」は， 

約１ /10 程度の費用により処理することができた（処理量＝約

500m3）。さらには，仮設備用地として借地している林地や土捨場の返

地の際に 30～50ｃｍ程度の植林に適した客土材としてリサイクルが可

能となった。 

 

･7. 成功の理由  

  当初，土木工事における濁水処理については，沈澱・脱水処理した

汚泥ケーキを土捨場への搬入処理を予定したが，建設前の早い段階で

関係機関（保健所）と協議を進め，指導を得たたことが堆肥化処理の採

用に至ったものである。 

  また，地元地権者に対し本プロジェクト事業の説明会を開催するなど，

地元との協調に努め，特に地権者から借地した仮設備用地の返地に関

する協議を再三実施し，地元とのトラブルが発生しないよう開発を進め

てきている。 

 
発芽数（15 粒播種） 試料名  

播種後日数  3 日  6 日  8 日  10 日  
発芽率  
％ 

ｎ1 8 15 15 15 100 山土  
単独  ｎ2 9 15 15 15 100 

ｎ1 13 15 15 15 100 1：10 堆肥化 2 
 n2 11 15 15 15 100 

ｎ1 10 15 15 15 100 1：2 堆肥化 2 
n2 11 13 13 13 87 
ｎ1 11 15 15 15 100 堆肥化 2 

単独           n2 9 14 14 14 93 
 

試料名  ｐＨ 電気伝導率  
山土単独  6.1 0.08ｍS／ｃｍ 
1：10 堆肥化 2 8.5 0.11ｍS／ｃｍ 
1：2 堆肥化 2 8.5 0.13ｍS／ｃｍ 

堆肥化 2 8.2 0.14ｍS／ｃｍ 

 

表－３ 発芽試験  

表―４ 試験土壌の物性値  

写真－６ 播種後 10 日後の発芽状況  

写真－７カブト虫の養殖状況  
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  なお，本プロジェクトでは，「堆肥化」のほかに伐採木や堆肥を利用して，写真－７に示すとおり「カブト虫

の養殖」を行ない，地元の自然を生かした地域おこしに役立てており，養殖したカブト虫は，地元の小学生に

プレゼントしたり，町内の観光施設に寄贈したところ，地元報道機関から取材が殺到するなど，大きな反響を

呼んでいる。 

 

8. 第三者のコメント 

＜新潟日報（2001.6.28）＞ 

   新潟県東蒲原郡鹿瀬町で発電所の建設工事を進めている東星興業の社員たちが，伐採木や堆肥な

どを利用してカブトムシを養殖し，来町者へのプレゼントなど地域おこしに役立てる考えだ。 
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